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江戸時代初期、香貫一帯は慢性的な水不足に悩まされてきました。上香貫村

に住んだ植田内膳は狩野川から水を引く用水路を計画します。取水口に石堰

を築いて水位を高めるなど、大変な困難を乗り越え水路を築きました。後世、

この堀を「内膳堀」と称し、内膳の苦労をしのんで「泣き堀」とも称しまし

た。 

令和 4 年 10 月 6 日世界かんがい施設遺産に登録されました。 
世界かんがい施設遺産は、建設から 100 年以上経過し、かんがい農業の発

展に貢献したもの、卓越した技術により建設されたもの等、歴史的・技術的・

社会的価値のあるかんがい施設を登録・表彰するために国際かんがい排水委

員会（ICID）が創設したものです。 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 


